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平成ｘｘ年ｘｘ⽉ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴⾵，波浪警報 ⼤⾬，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報
××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の

警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-1212-1515-1818-2121-24

大雨

１時間最大雨量

(ミリ)
10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向

風速
（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

◯ 災害発⽣の危険度の⾼まりを評価する技術の開発
（表⾯⾬量指数（仮称）・流域⾬量指数）

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内において
どこで実際に危険度が⾼まっているかを確認できる
危険度分布の提供

◯ 危険度分布の技術を活用した大雨特別警報の発表対象
区域の改善

基本的方向性
◯社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。
◯危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

交通政策審議会気象分科会提言「「新たなステージ」に対応した防災気象情報と観測・予測技術のあり方」 （平成27年7月29日）より

平成29年度に実施した防災気象情報の改善の概要

改善Ⅲ 危険度分布（メッシュ情報）の充実

改善Ⅱ「警報級の可能性」の提供

改善Ⅰ 危険度を色分けした時系列
◯ 今後予測される⾬量等や危険度
の推移を時系列で提供

◯ 危険度を⾊分け

注意報・警報

（文章形式）

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象に
なる可能性」を夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、
数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

【改善策】

日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 中 － － 中 高 －

風 中 － － 高 高 －
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【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】



「危険度を色分けした時系列」と「警報級の可能性」の確認

イメージ

自分の区を
クリック

3



「危険度を色分けした時系列」と「警報級の可能性」の確認

イメージ
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必ずしも可能性は高くない
ものの、警報級の大雨の可
能性がある場合「中」



大雨警報・洪水警報の危険度分布（概要）
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大雨警報・洪水警報の危険度分布（概要）

6



河川の増水によらない

氾濫型の内⽔氾濫 湛⽔型の内⽔氾濫 外⽔氾濫

大雨警報(浸水害)の対象 洪水警報の対象

、
短時間強雨等により雨水
の排⽔能⼒が追いつかず、
発生する浸水。
河川周辺地域とは異なる
場所でも発生する。 。

河川の水位が高くなった
ため河川周辺の雨水が
排水できずに発生。
発生地域は堤防の高い
河川の周辺に限定される。

河川の水位が上昇し、
堤防を越えたり破堤
するなどして堤防から
水があふれ出す。
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洪水警報が対象とする災害



洪水警報の危険度分布 平成29年７月九州北部豪雨
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事例 平成29年 小野川の洪水害（大分県日田市）

【赤】

警戒
（警報級）

3時間先までに
警報基準に
到達すると予想

３時間先までに
重大な災害が
発生する

可能性がある

平成29年7月5日14時30分 平成29年7月5日14時31分

平成29年7月5日14時30分 （写真：日田市職員提供）

極めて危険
非常に危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

洪⽔警報の危険度分布

（ ）氾濫注意水位等を越えていれば
『避難勧告』 相当

（ ）水防団待機水位等を越えていれば
「避難準備・高齢者等避難開始」 相当

高
危
険
度
低

14:3015:0015:30 18:00

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

写真撮影地点（左図の赤丸）における「洪水警報の
危険度分布」の危険度（⾊）の時系列変化
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事例 平成29年 小野川の洪水害（大分県日田市）

【薄い紫】
非常に危険
（警報級の一段上）

3時間先までに
警報基準の
一段上の基準に
到達すると予想

3時間先までに
重大な災害が
発生する

可能性が高い

平成29年7月5日15時05分

平成29年7月5日15時00分

平成29年7月5日15時05分

（写真：日田市職員提供）

14:3015:0015:30 18:00

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

極めて危険
非常に危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

洪⽔警報の危険度分布

（ ）氾濫注意水位等を越えていれば
『避難勧告』 相当

（ ）水防団待機水位等を越えていれば
「避難準備・高齢者等避難開始」 相当

高
危
険
度
低

写真撮影地点（左図の赤丸）における「洪水警報の
危険度分布」の危険度（⾊）の時系列変化
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引き続き水位
上昇のおそれ



事例 平成29年 小野川の洪水害（大分県日田市）

【濃い紫】

極めて危険
（警報級の一段上）

すでに
警報基準の
一段上の基準に

到達

すでに
重大な災害が
発生している
可能性が高い

平成29年7月5日15時39分

すでに避難が
困難な状況

平成29年7月5日15時32分

（写真：日田市職員提供）

平成29年7月5日15時39分

平成29年7月5日15時30分

14:3015:0015:30 18:00

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

極めて危険
非常に危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

洪⽔警報の危険度分布

（ ）氾濫注意水位等を越えていれば
『避難勧告』 相当

（ ）水防団待機水位等を越えていれば
「避難準備・高齢者等避難開始」 相当

高
危
険
度
低

写真撮影地点（左図の赤丸）における「洪水警報の
危険度分布」の危険度（⾊）の時系列変化
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事例 平成29年 小野川の洪水害（大分県日田市）

【濃い紫】

極めて危険
（警報級の一段上）

すでに
警報基準の
一段上の基準に

到達

すでに
重大な災害が
発生している
可能性が高い

平成29年7月5日15時39分

すでに避難が
困難な状況

平成29年7月5日18時00分

（写真：日田市職員提供）

平成29年7月5日18時00分

平成29年7月5日18時00分

14:3015:0015:30 18:00

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

写真撮影地点（左図の赤丸）における「洪水警報の
危険度分布」の危険度（⾊）の時系列変化

極めて危険
非常に危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

洪⽔警報の危険度分布

（ ）氾濫注意水位等を越えていれば
『避難勧告』 相当

（ ）水防団待機水位等を越えていれば
「避難準備・高齢者等避難開始」 相当

高
危
険
度
低
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事例 平成29年 小野川の洪水害（大分県日田市）
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流
域
⾬
量
指
数 警報基準

注意報基準

警報基準の一段上の基準

※ 破線は60分先までの予測値を表す。写真は日田市職員提供。

15:30 流域⾬量指数=11.6 18:00 流域⾬量指数=13.4

15:00 流域⾬量指数=9.814:30 流域⾬量指数=8.1

平成29年7月5日 日田市鈴連町
⼩野川の「洪⽔警報の危険度分布」の危険度（色）

22時17時 18時 19時 20時 21時12時 13時 14時 15時 16時

小野川の「流域⾬量指数」

「極めて危険」（濃い紫色）が出現した段階では、
すでに氾濫した水により避難が困難となっているおそれが
あります。中小河川の水位上昇は極めて急激なため、
水位上昇の予測を示す「非常に危険」(薄い紫色)が
出現した時点で、水位計・カメラ画像等で河川の
現況も合わせて確認し、速やかに避難開始の判断を
することが重要です。

13



東京都 残堀川の洪水危険度等の例
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ざんぼりがわ

水系 一級河川多摩川
延長 14.5ｋｍ
流域面積 34.7ｋｍ2



平成28年台風第9号(概要)

○台風第9号の接近・通過により、伊豆諸島では21日午
前中、東京地方では夜遅くから⾬が降り⼤⾬となった。1時
間降⽔量として、⻘梅市新町で107.5ミリ（22日12時
33分まで、統計開始以来の極値更新）、⼋丈島⻄⾒で
86.0ミリ（22日01時45分まで、8⽉としての極値更新）
と猛烈な⾬を観測したほか、⼤島元町で65.5ミリ（22日
07時26分まで）、新島川原で57.5ミリ（22日06時27
分まで）、八王子市元本郷町で56.0ミリ（22日11時29
分まで）など非常に激しい雨を観測した。

地上天気図

解析雨量積算図（33時間）
2016年8月21日21時～8月23日06時
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8月22日12時00分～15時00分

洪水警報の危険度分布（残堀川）
平成28年台風第9号
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水位と流域雨量指数の関係（残堀川）
平成28年台風第9号

洪水の危険度分布
(残堀川昭和公園上水位観測所付近）
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危険水位

警戒水位

注意水位

警報基準

注意報基準



流域雨量指数の予測値（昭島市）
（防災情報提供システム）
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現地情報と予測情報を合わせた避難勧告の発令（まとめ）

中小河川においては、極めて急激な水位上昇が発生するため、
水位上昇の「予測」を示す「洪⽔警報の危険度分布」の薄い紫が
出現した時点で、水位計やカメラ画像等で河川の「現況」も
合わせて確認し、速やかに避難勧告発令や避難⾏動開始を
判断することが重要となります。

高
危
険
度
低

水位計・カメラ画像･水防団通報等

（日田市職員提供）

洪水警報の危険度分布

予測情報現地情報

住 ⺠

市町村市町村 15時00分の
３時間先
までの予測

15時05分の
現場の状況

小野川

小野川

【薄い紫】は引き続き水位上昇の
おそれがあるという予測

「現地情報」と「予測情報」を
合わせることで

氾濫発⽣前に納得感を伴った
避難勧告発令や避難⾏動開始の

判断が可能となる。
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九州北部豪雨災害を踏まえた避難に関する今後の取組 -1 -
(平成29年12月8日、内閣府参事官（調査企画担当）及び消防庁防災課長による自治体への通知)

２ 情報の収集について
(2)避難勧告等の発令の引き⾦となる情報の整理
特に、急激に水位が上昇する傾向がある山地部の
中小河川については、水位計等が設置されていない
場合であっても、水位上昇の⾒込みを早期に
把握するための情報の１つとして、河川毎の
洪水発⽣の危険度を地図上で判断できる
洪水警報の危険度分布（平成29年７⽉４日から
提供開始）の活用も有効と考えられることから、
状況の把握に努めること。
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九州北部豪雨災害を踏まえた避難に関する今後の取組 -2 -
(平成29年12月8日、内閣府参事官（調査企画担当）及び消防庁防災課長による自治体への通知)

３ 避難勧告等の発令・伝達について
(1)洪水予報河川・水位周知河川以外の河川等に係る
避難勧告等の発令基準の策定
災害時に躊躇なく避難勧告等を発令するためには、
洪水予報河川や水位周知河川に比べて得られる情報が
少ないその他河川等についても、山地部等にあり氾濫流に
より家屋流出をもたらすおそれがあるなど、命の危険を
及ぼすと判断したものについては、避難勧告等の発令
基準を策定すること。その際、河川水位等の現地情報に
加え、流域⾬量指数の予測値（洪水警報の危険度
分布）の活用等により、住⺠が安全に避難できる時間を
考慮した基準となるよう留意すること。
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現地
情報

予測
情報

避難
勧告

（参考）中小河川の洪水に関する「避難勧告等に関するガイドライン」のポイント
－ 急激な水位上昇が発生する中小河川において氾濫発生前に避難勧告を発令する判断の方法について －

内閣府の「避難勧告等に関するガイドライン」が平成29年1月に改定され、
急激な水位上昇が発生する中小河川（水位周知河川・その他河川）における
避難勧告等の判断には、水位情報やカメラ画像等の“現地情報”に加え、
「流域⾬量指数の予測値」（洪⽔警報の危険度分布）などの、
⽔位上昇の⾒込みが判断できる“予測情報”も合わせて活用する
という新たな考え方が追記されました。
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終わり


